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政
策
の
検
証
も
な
く

原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
は
十
二
月

二
十

一
日
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
の
高
速
増
殖
炉
原
型
炉

「も
ん

じ
ゅ
」

（福
井
県
敦
賀
市
）
の
廃
炉

を
正
式
に
決
め
る

一
方
、

「高
速
炉

開
発
」
を
決
定
し
た
。

「も
ん
じ
ゅ
」
は

一
九
九
四
年
に

初
臨
界
し
た
も
の
の
、

一
九
九
二
年

に
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ

・
火
災
事
故
を

起
こ
し
て
運
転
停
止
。
十
五
年
ぶ
り

に
運
転
再
開
し
た
直
後
の
二
〇

一
〇

年
に
は
核
燃
料
の
交
換
装
置
が
原
子

炉
容
器
内
に
落
下
し
て
再
び
停
止
ｃ

二
〇

一
三
年
五
月
、
原
子
力
規
制
委

▲鼻
響
層
雲
董
最
が
ら
６
年

原
発

ゼ
ロ
の
未
来
へ
　
福
島
ど
と
も
に

３
・
４
全
国
大
果
含
ｖ

Ｏ
日
時
＝
二
月
四
日
（土
）
お

８̈
～

○
場
所
＝
東
京

ｏ
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

○
主
催
＝
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会

＊
同
会
は

「福
島
の
復
興
と
原
発
ゼ
ロ
を

め
ざ
す
大
運
動
」
の
中
で
朝
日
、一福
島

民
報
・
民
友
な
ど
へ
の

「新
聞
意
見
広

止
ご

（団
体
一
口
五
千
円
口
個
人
一
口

千
巴
を
呼
び
か
け
る
。
振
込
先
出
工
（

労
働
金
庫
本
店
営
業
部

３
８
６
８
４

６
４
　
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
△為

受
付
期
限
は
二
月
十
一
日
ま
弯

「高
速
炉
」
開
発
の
無
茶

員
会
か
ら
運
転
準
備
停
止
命
令
が

，
出

さ
れ
て
い
た
。
三
〇

一
五
年
十

一
月
、

規
制
委
は
、

「も
ん
じ
ゅ
」
を
安
全

に
運
転
す
る
能
力
が
同
機
構
に
は
な

い
と
し
て
新
た
な
運
営
主
体
を
明
示

す
る
よ
う
文
科
大
臣
に
勧
告
し
て
い

た
。
こ
れ
ま
で

一
兆
円
を
超
え
る
浪

費
を
重
ね
、
運
転
再
開
に
最
低
で
も

八
年
間
の
準
備
期
間
と
五
千
四
百
億

円
以
上
が
必
要
と
さ
れ
た
。

再
処
理
と
高
速
増
殖
炉
開
発
を
柱

と
す
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
の
破

Ａ
第
１
２
弾
　
原
発
を
な
く
す
全
国
連

絡
会
連
続
学
習
会
Ｖ

Ｏ
同
時
＝
二
月
二
日
父
し
あ
８̈
～

○
場
所
＝
東
京
ｏ全
労
連
会
館
２
Ｆ
ホ
ー
ル

○
誰
齢
Ψ
大
島
堅

一
氏

鰹
謄
〒
由極
壇
賀
用
の
負
担
め
ハくヽ
つ
て
」

Ａ
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
第
五
回

総
会
Ｖ

Ｏ
日
時
上
一月
九
日
↑
①
あ

８̈
～

○
場
所
基
昼
示
二
半
和
と
労
働
セ
ン
タ
ー

２
Ｆ
ホ
ー
ル

○
自
主
避
難
者
　
住
宅
無
償
支
援
打
ち
切
り
後

（二
面
）

○
米
山
新
潟
県
知
事
　
事
故
検
証
な
し
に
再
稼
働
認
め
ず

（三
面
）

○
台
湾
　
一
一〇
二
五
年
に
原
発
全
廃

（五
面
）

△
番

苦

奎

熙

琴

墓

袋

マ

○
■
精
Ｈ二
月
十
二
日
（こ
午
前
十
時
～

（】
燿
卿
川
崎
市

「サ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
座

△
薗
羹
書

泉
∇

曾

帯

一
万
主

貝
↓
裁

二

Ｔ

Ｏ
場
静
筆
川
崎
市

「サ
ン
ピ
ア
ン
か
わ
さ
ご

禽

・

〇
旦
Ｔ

百
釜

二
日
貧
革
前
悪
マ

綻
は
明
ら
か
で
、
今
回
決
定
は
遅
き

に
失
し
た
と
い
え
る
。

と
す
れ
ば
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政

策
の
見
直
し
が
必
至
の
も
の
。
政
府

は
原
子
力
開
発
の
当
初
か
ら

「高
速

増
殖
炉
開
発
」
を

「天
然
ウ
ラ
ン
の

ほ
と
ん
ど
を
利
用
で
き
る
」
と
ま
で

し
て

「将
来
の
原
子
力
の
主
流
」
と

し
て
き
た
。

「増
殖
」
を
外
し
た

「高
速
炉
開
発
」
は
政
策
の
ど
こ
に

も
な
い
。
政
策
検
討
も
な
く
官
僚
作

文
に
よ
る

「高
速
炉
開
発
」
の
閣
僚

会
議
決
定
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
を

「も
ん
じ
ゅ
」
は

「原
型
炉
」
で
次

は
高
速
炉
の

「実
証
炉
」
の
開
発
が

順
序
だ
と
取
り
繕
う
の
は
ま
っ
た
く

整
合
性
が
な
い
。
無
茶
苦
茶
で
あ
る
ず

要
は
高
速
増
殖
炉
の
巨
額
開
発
に

群
が
る
利
益
共
同
体
を
温
存
す
る
目

的
で
し
か
な
い
。

●
福
島
第

一
原
発
事

故
か
ら
六
年
を
迎
え

る
。
そ
の
間
、
被
災

者

・
被
災
地
対
策
は

す
す
ま
ず
、
い
ま
な

お
八
万
人
を
超
え
る
被
災
者
が

福
島
県
内
外
で
の
避
難
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
●
事
故
収
東

対
策
や
汚
染
水
対
策
は
い
ま
だ

見
通
し
も
立
た
ず
、
廃
炉
対
策

は
熔
融
燃
料

（デ
ブ
リ
）
が
ど

こ
に
ど
の
よ
う
に
あ
る
か
も
掌

握
で
き
ず
、
メ
ド
も
立

つ
て
い

な
い
●
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
福

島

の
被
災
者
切
り
捨
て
政
治
が

始
ま

つ
て
い
る
。
避
難
指
示
解

除
と
合
わ
せ
て
、
賠
償
打
ち
切

り
、
住
宅
支
援
打
ち
切
り
…
が

つ
づ
く
。　
一
方
、
福
島
第

一
原

発
事
故
の
検
証
も
な
く
原
発
再

稼
働
の
暴
走
は

つ
づ
い
て
い
る

●
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
事
故
を

起
こ
し
た
加
害
責
任
に

つ
い
て

東
京
電
力
と
国
が
根
本
的
に
反

省
し
て
い
な
い
こ
と
の
結
果
で

あ
る
。
東
電
と
国
は
自
ら
の
責

任
を
自
覚
し
、
諸
対
策
に
真
摯

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
●
こ
の
立
場
か
ら
の

「百
万

人
署
名
」
の
成
功
を
目
指
そ
ン２
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東
芝
は
先
に
不
正
経
理

・
粉

飾
事
件
で
信
用
は
地
に
落
と
し

た
。
そ
し
て
信
頼
回
復
も
ま
ま

な
ら
な
い
う
ち
に
今
回
は
巨
額

損
失
事
件
が
発
覚
。
東
芝
は
崩

壊
の
危
機
に
立

つ
て
い
る
。

前
者
は
、
米
原
子
力
企
業
の

名
門
ウ

ェ
ス
テ
イ
ン
グ

ハ
ウ
ス

社
（
Ｗ
Ｈ
）
を
異
常
な
高
額
買
収

の
結
果
で
あ
り
、
後
者
は
Ｗ
Ｈ

が
シ
カ
ゴ

・
ブ
リ
ツ
ジ

ｏ
ア
ン

ド

・
ア
イ
ア
ン
（
Ｃ
Ｂ
＆
Ｉ
）
か

ら
原
発
サ
ー
ビ
ス
会
社

ス
ト
ー

ン

・
ア
ン
ド

・
ウ

エ
ブ
ス
タ
ー

（
Ｓ
＆
Ｗ
）
を
買
収
し
た
結
果
で

あ
る
。
二
枚
の

「原
発
バ
バ
抜

き
」
が
東
芝
を
崩
壊
の
危
機
に

立
た
せ
て
い
る
。

Ｓ
＆
Ｗ
の
買
収
額
は

「０
ド
ル」

と
さ
れ
る
が
、
債
務
超
過
に
陥
っ

て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
損
失
額

は
東
芝
の
当
初
想
定
を
大
き
く

上
回
る
七
千
億
円
規
模
に
達
す

る
と
さ
れ
る
。
東
芝
は
昨
年
四

月
、
Ｗ
Ｈ
の
損
失
約
二
千
五
百

億
円
を
処
理
し
た
ば
か
り
。　
一

年
も
経
た
ず
に
そ
の
子
会
社
で

七
千
億
円
の
損
失
が
露
見
し
た
。

東
芝
は
、
粉
飾
事
件
以
後
、

人
員
削
減
の
ほ
か
ソ
ニ
ー

ヘ
の

イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
事
業
売
却
、

キ
ャ
ノ
ン
ヘ
の
東
芝
メ
デ
ィ
カ

ル
シ
ス
テ
ム
の
売
却
な
ど
リ
ス

ト
ラ
を
す
す
め
て
き
た
、

資
本
増
強
に
向
け
、
分

社
化
す
る
半
導
体
事
業

へ
の
出
資
を
募

る
入
札
手
続
き

も
開
始
。

し
か

し
、
自
力

で
は

自
己
資
本
（昨
年

九
月
末
時
点

で

約
二
千
六
百
億

円
）
の
確
保
が
で

き
な

い
懸
念
が

出

て
き
た
た
め
、

一
月

十

九

日
、

主
力
取
引
銀
行

と
対
応
を
協
議

し
た
。
政
府
系

の
日
本
政
策
銀

行
に
支
援
を
仰

い
で
い
る
。

Ｗ
Ｈ
が

Ｓ
＆

を
買
収
し
た
の
は
二

一
五
年
十
二
月
。
東

の
不
正
経
理

・
粉
飾

題
と
な

つ
て
い
た
時

最
中
に
Ｗ
Ｈ
は

「危

る
。　
一
年
で
七
千
億
円
の
損
失

が
発
覚
す
る
買
収
は
不
可
解
と

い
ンつ
。

原
発
会
社
の
経
営
難
は
国
際

的
常
識
。
欧
州
を
代
表
す
る
フ

ラ
ン
ス
の
ア
レ
バ
社
も
行
き
詰

ま
り
政
府
の
管
理
下
に
入
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
芝
は
親

会
社
と
し
て

「
Ｇ
Ｏ
」
の
決
済

を
し
た
の
か
。
Ｗ
Ｈ
が

「
Ｗ
＆

Ｓ
買
収
が
原
発
ビ
ジ
ネ

ス
推
進

に
重
要
だ
」
と
い
え
ば

「よ
ろ

し
く
頼
む
」
と
い
う
の
が
、
東

芝
内
の
日
米
関
係
で
は
な
か

っ

た
か
と
専
門
家
は
指
摘
す
る
。

も
と
は
と
い
え
ば
東
芝
の
Ｗ

Ｈ
買
収
が
惨
劇
の
始
ま
り
。
Ｗ

Ｈ
は

一
九
九
九
年
、
英
国
核
燃

料
公
社
（
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
）
が
買
収
し

た
も
の
を
、
東
芝
が
二
〇
〇
六

年
、
五
十
四
億
ド

ル
（当
時
為
替

で
六
千
六
百
億
円
）
で
株
式
七

七
ぎ
を
取
得
。
当
時
、
Ｗ
Ｈ
の

価
値
は
二
千
億
円
程
度
と
見
ら

れ
て
い
た
。
東
芝
は

「
二
〇

一

五
年
ま
で
に
世
界
で
二
九
基
の

原
発
受
注
を
計
画
」
と
豪
語
し

て
高
額
買
収
に
走

つ
た
。
さ
ら

に
、
共
同
出
資
の
米
シ
ョ
ー

・

グ
ル
ー
プ
に
プ

ツ
ト
オ
プ
シ
ョ

ン
（
Ｗ
Ｈ
株
を
売
る
権
利
）
を
行

使
さ
れ
、
Ｗ
Ｈ
株
式
二
〇
イ
を

二
千
五
百
億
円
で
追
加
取
得
さ

せ
ら
れ
た
。

日
本
の
原
子
力
産
業
を
担
う

三
菱
重
工
、
日
立
製
作
所
、
東

芝
三
社
は
、
米
国
の
二
大
メ
ー

カ
ー
の
ゼ
ネ
ラ
ル

・
エ
レ
ク
小

リ
ッ
ク
（
Ｇ
Ｅ
）
と
Ｗ
Ｈ
か
ら
技

術
供
与
さ
れ
、
原
発
を
建
設
し

た
。
と
こ
ろ
が

一
九
七
九
年
の

ス
リ
ー

マ
イ
ル
島
原
発
事
故
が

状
況
を

一
変
さ
せ
た
。
米
国
で

は
新
規
建
設
が
止
ま
り
、
経
営

が
悪
化
、
資
金
繰
り
に
窮
し
た

Ｗ
Ｈ
は
原
発
事
業
を
切
り
離
し

て
別
会
社
に
し
て
売
却
し
た
。

東
芝
は
米
英
か
ら
厄
介
者
Ｗ

Ｈ
を

つ
か
ま
さ
れ
、
福
島
第

一

原
発
事
故
に
見
舞
わ
れ
不
正
経

理

・
粉
飾
事
件
に
つ
な
が
っ
た
。

Ｗ
Ｈ
は
原
子
力
部
門
を
売
っ
て
、

大
儲
け
し
、
今
回
は
莫
大
な
損

を
抱
え
る
同
業
者
を
買

っ
て
ツ

ケ
を
東
芝
に
回
し
た
。
東
芝
の

Ｗ
Ｈ
買
収
と
Ｗ
Ｈ
の
Ｗ
＆
Ｓ
買

収
は
、
米
国
の
原
子
力
業
界
が

抱
え
る
巨
額
損
失
を
、
日
本
の

東
芝
に
移
し
替
え
る

「ウ
ル
ト

ラ
Ｃ
」
だ

つ
た
の
で
は
な
い
か

と
見
ら
れ
る
。
東
芝
が
ま
ん
ま

は

　

・

と
嵌
め
ら
れ
、
米
国
で
生
じ
た

損
害
を
被
る
こ
と
に
な

っ
た
と

い
う
構
図
、
投
資
銀
行
と
フ
ア

ン
ド
は
手
数
料
を
が

つ
ち
り
稼

ぐ
構
図
が
浮
き
上
が
る
。

な 期 決
い

°
算

曇曇菖憂塁晋米WH高額買収十WHの S&W買頑」
を

し
た

こ
と
に
な

4
号
機

`三

二
設
置
変
更
許
可

玄
海
３
、

原
子
力
規
制
委
員
会
は

一
月

十
八
日
、
九
州
電
力
＝
玄
海
３
、

４
号
機
（佐
賀
県
玄
海
町
）
が
新

規
制
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と

し
て
、
原
子
炉
設
置
変
更
許
可

を
交
付
し
た
。
二
〇

一
三
年
七

月
に
施
行
さ
れ
た
新
基
準
に
合

格
と
さ
れ
た
の
は
十
基
目
。
い

ず
れ
も
加
圧
水
型
軽
水
炉
（
Ｐ

Ｗ
Ｒ
）
だ
が
、
蒸
気

発
生
器

（
Ｓ
Ｇ
）
が

四
台
あ
る
４
ル
ー
プ
型
で
は
初

め
て
で
あ
る
。
新
基
準
は
、
福

島
原
発
事
故
の
検
証
も
な
く
、

基
準
地
震
動
。
カ
ル
デ
ラ
噴
火

対
策
の
著
し
い
不
備
の
指
摘
に

も
目
を
つ
ぶ
つ
て
い
る
。
佐
賀

福
岡
、
長
崎
三
県
、
七
市

一
町

に
ま
た
が
る
三
十

口
す
圏
内
の
避

難
計
画
の
実
効
性
も
な
い
。


